
厚生労働大臣 殿 

ＵＡゼンセン       

日本介護クラフトユニオン 

要 請 事 項 

介護業界の人材不足は依然として高止まり状態が続いており（有効求人倍率３．８７倍 ２０２２年１１月 全職業１．３５倍）、

深刻な人材不足により現場の介護従事者は心身ともに疲弊している状態です。また、若い世代の入職者が少なく、

介護職の高齢化が進んでいることから、働く側から介護保険制度が崩壊してしまう危険性があり、このままでは増

え続ける高齢者が必要な介護サービスを受けることができない「介護難民」が増加する可能性があります。 

介護人材の確保・定着のための最大の処方箋は処遇改善しかありません。そして、介護従事者が希望と誇りを

持って働き続けられることが、介護保険制度の維持・発展に寄与するとともに、ご利用者に良質なサービスを届け

ることができると考えています。 

また、介護報酬改定のたびに加算・減算等が増え、利用者・家族をはじめ介護従事者も理解することが困難な状

態となっています。介護従事者が、高齢者の自立支援に資するための適切なサービス提供を行うためには、誰もが

理解できる簡素で納得性のある制度であるべきと考えます。 

こうした観点から、私たちは２０２４年度介護報酬改定にあたって、下記の要請を行います。 

 

１．介護従事者が、介護の仕事を安心・安定して永く続けることが出来る水準に介護

報酬を設定してください。 

２．ご利用者・ご家族そして介護従事者が、理解し納得できるよう簡素な仕組みの介

護報酬を設定してください。 
 

※署名は消えないボールペンで、住所は都道府県からご記入をお願いします。 

※記入された個人情報は要請活動以外の利用および弊組で保存することは一切ありません。 

ＮＯ 氏  名 住    所 

１ 
 都 道 

府 県 

２ 
 都 道 

府 県 

３ 
 都 道 

府 県 

４ 
 都 道 

府 県 

５ 
 都 道 

府 県 

６ 
 都 道 

府 県 

７ 
 都 道 

府 県 

８ 
 都 道 

府 県 

９ 
 都 道 

府 県 

１０ 
 都 道 

府 県 

私は、署名用紙に記入された氏名・住所を要請として大臣に提出する目的で使用することに同意します。 


